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英語 ７ 目的に応じて、必要な情報を読み取る

英語の文章の解説

“Here’s some information about Nana’s birthday party.” は、電子メールの用件の内容を示してい

る。電子メールには、 誕生日パーティーの開催日、開始時間に関わる注意事項、準備を手伝っ

てくれる人へのメッセージなど、誕生日パーティーに関する様々な情報が含まれている。“Please 
come at 10:00 a.m. to cook for the party.” は、誕生日パーティーで料理をするのを手伝うためにジ

ェーンの家に行く時刻に関する情報を示している。

出題の趣旨

日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる。

「必要な情報を読み取る」とは、複数の情報が含まれるまとまりのある内容の英語を読み、書

かれていることの全てではなく、読み手として目的に応じて知りたいことや欲しい情報などを

読み取ることである。そのためには、書かれていることの全てを読み取ろうとするのではなく、

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて必要な情報を読み取ったり、自分の置

かれた状況などから何が自分にとって必要な情報であるのかを判断した上で読み取ったりする

ことが求められる。

英語７では、日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を読み取ることができるかど

うかを把握するために、誕生日パーティーに関するメールを読み、最も適切な時刻を選択する問

題とした。

■学習指導要領における目標

読むこと

ア 日常的な話題について、簡単な語句や文で書かれたものから必要な情報を読み取るこ

とができるようにする。

■評価の観点

思考・判断・表現
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■学習指導要領に示されている言語活動との関連 

読むこと 

(ｲ) 日常的な話題について、簡単な表現が用いられている広告やパンフレット、予定表、

手紙、電子メール、短い文章などから、自分が必要とする情報を読み取る活動。 

 

１．解答類型と反応率 

問題番号
 

解   答   類   型
 反応率 

（％） 
正答

 

７ 

 

 １ １ と解答しているもの 72.8 ◎ 
２ ２ と解答しているもの 7.7  
３ ３ と解答しているもの 12.8  

４ ４ と解答しているもの 6.7  
０  無解答 0.1  

(Ｎ= 295,754人) 

２．分析結果と課題 

○ 正答率は 72.8％である。誕生日パーティーに関するメールを読み、最も適切な時刻を選択

する本問では、日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を読み取ることができて

いる。解答類型２の反応率 7.7％、解答類型４の反応率 6.7％と比較すると、誤答の中では解

答類型３の反応率が 12.8％と高い。 

 

○  解答類型３に該当する生徒は、“Please don’t arrive before 11:15 a.m., because we will set up for 
the party.” が自分にとって必要な情報であると判断していると考えられる。“Please don’t arrive 
before 11:15 a.m., because we will set up for the party.” の文の意味が理解できていなかったり、

“If you can help, please read the information below. Please come at 10:00 a.m. to cook for the party.” 
を読み飛ばしてしまったりしている可能性が考えられる。 
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３．学習指導に当たって 
（１）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などを明確にし、どのような情報を読み取ら

なくてはならないかを把握させる 

目的に応じて、複数の情報が含まれる文章から必要な情報を読み取る言語活動を行うに当た

っては、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などを明確にし、どのような情報を読み

取らなければならないかを把握させることが重要である。書かれていることの全てを読み取ろ

うとするのではなく、複数の情報から、自分にとって必要な情報とそうでない情報を区別して

読み取る必要がある。 

例えば、英語７においては、「誕生日パーティーで料理をするのを手伝うため」というコミュ

ニケーションを行う目的に応じて、“Please come at 10:00 a.m. to cook for the party.” を必要な情

報として読み取る必要がある。 
言語活動を行うに当たっては、日常的な話題に関して、実際に英語が話される状況に近い場

面を設定するなど、生徒自身がコミュニケーションを行う目的や場面、状況などを把握し、情

報を得たいと考えるようなものを教材とするなどの工夫をすることも大切である。 
 

（２）自分にとって必要な情報に関連する語句や表現に着目して読ませる 

自分にとって必要な情報は何か、何を読み取らなければならないかを明確にした上で、必要

な情報に関連する語句や表現に着目して読むように指導することが大切である。 

例えば、英語７においては、誕生日パーティーで料理をするのを手伝うために情報を得ると

いうコミュニケーションを行う目的に応じて、“If you can help, …” “cook …” “Please come at …” 
といった語句や表現に着目させ、文章を読んで必要な情報を読み取るように指導することが考

えられる。 

関連する語句や表現については、ペアやグループ、学級全体で共有し、その後、関連する表

現に着目して文章を読み、必要な情報とそうでない情報を判断しながら読むことができるよう

に指導することも考えられる。 

 

（３）言語活動の例 

・広告や予定表、手紙、電子メール、短い文章などから、自分が必要とする情報を読み取

る活動 

・取扱説明書から必要としている説明を読み取る活動 

・スポーツクラブの複数のパンフレットを読み、自分が通うことのできる曜日に自分が体

験したいスポーツを実施しているクラブはどれなのかを探す活動 

 

なお、英語７は「聞き取ること」と「読み取ること」の違いはあるが、英語２と同じように

「目的に応じて、必要な情報を捉えること」ができるかどうかをみる問題である。そのため、

「目的に応じて英語を聞き、必要な情報を聞き取ること」ができるようにする指導も併せて行

うことが考えられる。  
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